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連
載
・
イ
ベ
ン
ト

地
域
資
源
の
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
と
地
酒
で
、地
域
活
性
化

―
―
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
応
援
酒「
鐵
の
道
」

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人 

ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

Something
NEWS

▶ ◀OfByForコラム
地域の

地域による
地域のための

第⑬回

▼
ふ
る
さ
と
の
鉄
道
は
？

　
ふ
る
さ
と
の
自
慢
の
地
酒
は
？

東
京
一
極
集
中
の
風
潮

は
、
ふ
る
さ
と
の
元
気
を
奪

っ
て
い
る
。
人
口
減
少
に
よ

り
、
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
経
営

が
困
難
な
路
線
が
出
て
き
て

い
る
。
そ
う
し
た
路
線
に
で

は
、
独
自
の
再
生
活
性
化
プ

ラ
ン
を
掲
げ
て
努
力
し
て
い

る
路
線
も
あ
る
。
日
本
酒
の

酒
蔵
数
も
減
少
の
一
途
を
た

ど
り
、
大
手
の
寡
占
化
の
傾

向
に
あ
り
、
地
方
の
酒
蔵

は
、
経
営
が
厳
し
い
現
状
に

あ
る
。

本
稿
で
紹
介
す
る
「
鐵
の

道
」
は
、
全
国
の
ロ
ー
カ
ル

鉄
道
と
酒
蔵
が
連
携
し
て
、

純
米
酒
の
地
酒
を
商
品
ツ
ー

ル
と
し
て
、
沿
線
の
地
域
活

性
化
を
図
る
シ
ナ
ジ
ー
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
従
来
、
鉄
道

会
社
や
酒
造
が
独
自
に
行
っ

て
い
る
Ｐ
Ｒ
活
動
や
誘
客
活

動
を
、「
鐵
の
道
」
と
い
う

共
通
銘
柄
に
統
合
し
て
分
か

り
や
す
く
行
う
も
の
だ
。

「
鐵
の
道
」
の
第
１
号

は
、
２
０
０
９
年
に
、
国
交

省
「
新
た
な
公
」
の
公
募
事

業
に
お
い
て
、
筆
者
（
洸
楓

座
）
の
提
案
で
、
千
葉
県
の

「
い
す
み
鉄
道
応
援
酒
」
と

し
て
、
沿
線
の
木
戸
泉
酒
造

か
ら
誕
生
し
た
。
そ
の
事
業

は
、
観
光
客
を
ロ
ー
カ
ル
鉄

道
沿
線
の
地
域
に
誘
客
す
る

に
あ
た
っ
て
、
地
域
全
体
が

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
な
る
「
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
環
境
整

備
」
を
進
め
る
活
動
だ
。

▼
「
鐵
の
道
」
の
現
況

ロ
ー
カ
ル
鉄
道
と
地
酒
の

連
携
で
、
地
元
を
活
性
化
し

よ
う
と
す
る
「
鐵
の
道
」

は
、
現
在
ま
で
に
、
次
の
11

の
酒
蔵
か
ら
誕
生
し
て
い
る
。

◆
第
①
号

：

千
葉
県
・
い
す

み
鉄
道
＊
木
戸
泉
酒
造

◆
第
②
号

：

大
阪
府
・
水
間

鉄
道
＊
井
坂
酒
造
場

◆
第
③
号

：

３
・
11
で
被
災

し
た
岩
手
県
・
三
陸
鉄
道
北

リ
ア
ス
線
＊
福
来
（
酒
造
）

か
ら
２
０
１
２
年
４
月
１
日
、

全
線
開
通
を
記
念
し
発
売

◆
第
④
号
／
第
⑤
号

：

埼

玉
県
・
秩
父
鉄
道
＊
武
甲
酒

造
、
矢
尾
本
店

◆
第
⑥
号

：

長
野
県
・
し
な

の
鉄
道
＊
沓
掛
酒
造

◆
第
⑦
号

：

福
井
県
・
え
ち

ぜ
ん
鉄
道
＊
一
本
義
久
保
本

店◆
第
⑧
号

：

富
山
県
・
富
山

地
方
鉄
道
＊
銀
盤
酒
造

◆
第
⑨
号

：

岩
手
県
・
三
陸

鉄
道
南
リ
ア
ス
線
＊
浜
千
鳥

（
酒
造
）
か
ら
復
旧
記
念

◆
第
⑩
号

：

高
知
県
・
土
佐

く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
・
宿
毛

線
＊
藤
娘
酒
造

◆
第
⑪
号

：

２
０
１
７
年

４
月
に
岐
阜
県
・
明
知
鉄
道

＊
岩
村
醸
造

以
上
、
現
在
ま
で
に
、
併

せ
て
11
の
酒
蔵
か
ら
発
売
さ

れ
て
い
る
。

▼
「
鐵
の
道
」
は

　
Ｏ
ｆ
Ｂ
ｙ
Ｆ
ｏ
ｒ
の
概
念

地
酒
の
酒
蔵
に
は
、
電
話

番
号
が
０
０
０
６
番
や
、
創

業
19
代
の
地
域
の
重
鎮
で
旧

家
の
例
も
あ
る
。
地
酒
は
、

地
域
の
水
と
米
、
さ
ら
に
土

着
菌
と
技
で
醸
さ
れ
る
。
簡

単
に
休
業
・
廃
業
し
て
は
な

ら
な
い
「
地
域
の
象
徴
」

だ
。
ふ
る
里
を
守
り
、
そ
の

価
値
を
遺
す
必
要
が
あ
る
。

ロ
ー
カ
ル
鉄
道
も
同
様

だ
。
い
と
も
簡
単
に
廃
線

し
、
通
勤
・
通
学
を
バ
ス
輸

送
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
地

域
と
地
域
を
繋
ぐ
、
地
方
と

東
京
を
繋
ぐ
、
そ
れ
が
〝
鐵

の
道
〟
と
言
え
る
。「
鐵
の

道
」
は
Ｏ
ｆ
Ｂ
ｙ
Ｆ
ｏ
ｒ
の

概
念
に
、
正
に
根
ざ
し
た
も

の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。　

▼
「
鐵
の
道
」
は
、

　
地
域
の
元
気
力
で
あ
り
た
い
！

鉄
道
は
、
地
方
と
東
京
を

繋
ぎ
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

文
化
を
運
ぶ
装
置
だ
。
こ
れ

に
倣
い
「
鐵
の
道
」
は
、
お

酒
と
食
の
文
化
や
、
地
方
の

自
然
環
境
、
伝
統
と
文
化
、

そ
れ
に
歴
史
的
・
文
化
的
遺

産
、
地
域
の
特
産
物
や
自
慢

の
銘
品
を
、
地
方
と
東
京
を

相
互
に
活
性
化
し
、
交
流
す

る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ
っ
て

欲
し
い
と
思
う
。

そ
の
た
め
、「
鐵
の
道
」
の

全
国
化
と
同
時
に
、「
鐵
の

道
」
の
姉
妹
品
と
し
て
、「
鐵

の
娘
道
」（
て
つ
の
こ
み
ち
）

を
開
発
し
、
地
域
の
プ
レ
ミ

ア
ム
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て

の
、商
品
化
を
進
め
て
い
る
。

「
鐵
の
娘
道
」
は
「
鐵
の

道
」
の
御
つ
ま
み
と
し
て
だ

け
で
は
な
く
、
単
独
に
購
入

戴
け
る
、
鉄
道
沿
線
の
食
品

や
銘
菓
な
ど
の
商
品
ブ
ラ
ン

ド
だ
。

「
鐵
の
道
」
は
、
こ
の
10

年
で
、
全
国
47
蔵
「
鐵
の

道
」
を
リ
リ
ー
ス
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
。

▼
「
鐵
の
道
」
は

　
地
域
資
源
を
ま
も
る

本
紙
読
者
の
多
く
の
方
が

ご
存
知
の
、
会
津
電
力
で
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
を
推
進

さ
れ
て
い
る
佐
藤
弥
右
衛
門

氏
は
、
酒
造
家
で
も
あ
る
。

２
０
１
２
年
６
月
開
催
の

「
鐵
の
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

で
、
地
酒
（
同
氏
は
郷
酒
）

の
話
題
提
供
を
依
頼
し
た
。

同
氏
は
そ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
お

い
て
、
会
津
で
水
力
発
電
を

行
う
こ
と
を
説
か
れ
て
い

た
。
地
域
を
守
る
思
い
が
、

今
日
の
会
津
電
力
や
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
へ
の
ス
ピ

リ
ッ
ト
な
っ
て
い
る
。

地
方
に
分
散
し
た
地
域
資

源
を
重
ね
れ
ば
、
東
京
に
負

け
な
い
パ
ワ
ー
と
な
る
。
そ

の
た
め
に
は
「
鐵
の
道
」
を

通
じ
て
、
地
域
に
誇
り
と
愛

着
を
広
げ
た
い
。

◆　

◇　

◆　

◇　

◆

全
国
ふ
る
さ
と
大
使
連
絡

会
議
２
０
１
７
年
夏
季
交
流

会
が
開
か
れ
ま
す
。
７
月
28
日

（
金
）
18
時
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル

東
京
で
「
鐵
の
道
」
の
プ
レ
ゼ

ン
と
試
飲
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
み
先

：

℡
０
９
０-

１
２
６
８-

５
８
８
２
（
佐
藤
）

⑧富山県：富山地方鉄道（銀盤酒造）

⑩高知県：土佐くろしお鉄道中村・
宿毛線（藤娘酒造）

②大阪府：水間鉄道（井坂酒造場）
⑪岐阜県：明知鉄道（岩村醸造）

①
千
葉
県
：
い
す
み
鉄
道

（
木
戸
泉
酒
造
）

⑥長野県：しなの鉄道（沓掛酒造）

④埼玉県：秩父鉄道（武甲酒造）
⑤埼玉県：秩父鉄道（矢尾本店）

①
②

④⑤⑥⑦
⑧

⑨

⑩

⑪

③

③
岩
手
県
：

　
三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス
線（
福
来
）

⑨
岩
手
県
：

　
三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス
線（
浜
千
鳥
）⑦福井県：えちぜん鉄道（一本義久保本店）

◆第8回 省エネ・節電 EXPO（同時開催＝第
12回オフィスセキュリティ EXPO ／第11
回オフィス防災EXPO ／第7回オフィスサ
ービスEXPO／第5回HR EXPO ～人事労務・
教育・採用 支援展～／第4回ワークスタ
イル変革EXPO ／第2回会計・財務EXPO）
会期：2017年7月26日（水）～ 28日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 18：00▷会
場：東京ビッグサイト（東京都江東
区有明3-11-1）▷入場料：無料（事前
登録制）▷主催：リード エグジビシ
ョン ジャパン 株式会社/問合せ先：
《来場に関して》03-5324-1312《出展
に関して》03-3349-8515

◆下水道展'17東京
会期：2017年8月1日（火）～ 4日（金）▷
開催時間：10：00 ～ 17：00（初日10：
30 ～／最終日16：00まで））▷ 会場：
東京ビッグサイト 東4・5・6ホール

（東京都江東区有明3-11-1）▷入場料：
無料（登録制）▷主催：公益社団法人 
日本下水道協会/問合せ先：事務局
03-6812-8648

◆国際フロンティア産業メッセ2017
会期：2017年9月7日（木）・8日（金）▷開

催時間：10：00 ～ 17：00▷ 会場：神
戸国際展示場1・2号館（神戸ポートアイ
ランド）兵庫県神戸市中央区港島中町6-
11-1▷入場料：無料▷主催：国際フロ
ンティア産業メッセ2017実行委員会/問
合せ先：06-6946-3384（日刊工業新聞社　
大阪支社　イベントグループ内）

◆EVEX（EV・PHV普及活用技術展）2017
会期：2017年9月13日（水）～ 15日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
東京ビッグサイト 東ホール（東京都江
東 区 有 明3-11-1）▷ 入 場 登 録 料：
\2,000（税込）＊招待券持参者・展示会
公式WEBサイトからの事前登録者は無
料▷主催：EVEX実行委員会/問合せ先：
事務局03-3503-7660（アテックス内）

◆[関西]スマートエネルギー Week2017（第
5回［ 関 西 ］ 太 陽 電 池 展 ～ ／ 第5回［ 関
西］太陽光発電システム施工展／第4回

［関西］二次電池展 ～バッテリー 大阪～
／第4回［関西］スマートグリッド EXPO
／第2回［関西］水素・燃料電池展 ～［関
西］FC EXPO ～／第2回［関西］バイオ
マ ス 発 電 展 ／ 第1回［ 関 西 ］ 火 力 発 電 
EXPO ／第1回［関西］WIND EXPO ～［関
西］風力発電展 ～）
会 期：2017年9月20日（水）～ 22日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 18：00
（最終日は17：00）▷会場：インテッ

クス大阪（大阪市住之江区南港北
1-5-102）▷入場料：無料（登録制）▷
主催：リード エグジビション ジャ
パン株式会社/問合せ先：展示会事
務局＜出展に関して＞03-3349-8576
＜来場に関して＞03-5324-1244（リ
ード エグジビション ジャパン内）

●第14回ヒートポンプ・蓄熱シンポジウム
会期：2017年7月24日（月）＊懇親会あり　
＊施設見学会あり（大手町パークビル
サブプラント）＝2017年7月25日▷ 時
間：13：00～ 17：25（受付開始12：30）
＊懇親会＝24日17：30～ 19：00　＊施
設見学会＝25日10：00～ 12：30　▷会
場：国際ファッションセンタービル3F 
KFCホール（東京都墨田区横網1-6-1）＊
懇親会会場＝国際ファッションセンタ
ービル 5F 第一ホテル両国「北斎」▷
参加費：無料（事前申込制）＊懇親会参
加費＝\5,000（税込）　＊施設見学会参
加費＝\2,000（税込：事務局経費）▷主
催：一般財団法人 ヒートポンプ・蓄
熱センター/問合せ先：ヒートポンプ・
蓄熱センター ヒートポンプ・蓄熱シ
ンポジウム事務局03-5643-2403

●NEDO環境部事業報告会
会期：2017年7月26日（水）▷開催時間：
9：00 ～ 17：25（受 付8：30 ～）▷ 会

場：NEDO川崎本部　2301会議室（神奈
川県川崎市幸区大宮町1310　ミュー
ザ川崎セントラルタワー 23階）▷参加
費：無料▷主催：国立研究開発法人
新エネルギー・産業技術総合開発機
構（NEDO）/問 合 せ 先：044-520-5250

（NEDO環境部）
●FREA一般公開

会期：2017年7月29日（土）▷開催時間：
9：30 ～ 16：00▷会場：国立研究開発
法人産業技術総合研究所 福島再生可能
エネルギー研究所（福島県郡山市待池台
2-2-9）▷参加費：無料（登録制）▷主催：
国立研究開発法人産業技術総合研究所 
福島再生可能エネルギー研究所（FREA）/
問合せ先：024-963-0813（FREA産学官連
携推進室一般公開事務局）

●新エネルギーサポーター・改正FIT法
対策無料ミニセミナー
＜岡山＞
会期：2017年8月4日（金）▷開催時間：
13：00 ～ 14：00▷会場：株式会社
Sunエネルギー本社（岡山県玉野市長
尾761-8）▷参加費：無料（要申込）▷
主催：株式会社Sunエネルギー /問合
せ先：Sunエネルギー 0863-33-3708
＜鹿児島＞
会期：2017年8月5日（土）▷開催時間：
14：00 ～ 15：00（開場13：30）▷会場：

ホテルタイセイアネックス2号館2-Aホ
ール（鹿児島市中央町4-32）▷参加費：
無料（要申込）▷主催：株式会社大海技
建/問合せ先：大海技建099-258-0139

●NEDOソーラーカーづくり（さいわい
子どもエコフェア内）
会期：2017年8月9日（水）▷開催時間：
＜午前の部＞10：30 ～ 12：00＜午後
の部＞13：30 ～ 15：00▷会場：幸市
民館（神奈川県川崎市幸区戸手本町
1-11-2）▷参加費：無料（登録制）▷主
催：川崎市／新エネルギー・産業技
術総合開発機構（NEDO）/問合せ先：
044-556-6612（川崎市幸区役所まちづ
くり推進部企画課）

●イノベーション・ジャパン2017
会 期・ 時 間：2017年8月31日（木 ）9：
30 ～ 17：30 ／ 9月1日（金 ）10：00 ～
17：00▷会場：東京ビッグサイト 東
1・4ホール（東京都江東区有明3-11-
1）▷参加費：無料（要事前登録）▷主
催：国立研究開発法人新エネルギ
ー・産業技術総合開発機構（NEDO）
／国立研究開発法人科学技術振興
機構（JST）/問合せ先：運営事務局
03-5649-6722

新エネルギー関連
イベントカレンダー（7月～ 9月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会

「下水道展」で新型消化ガスコージェネお披露目へ
「下水道展'17東京」8月1日～ 4日　於東京ビッグサイト
ヤンマーエネルギーシステム
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濃
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